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１．研究目的 

 中学校理科において観察は重要な科学的能力の

ひとつであり，古谷は『スケッチは観察力を身に

つける有効な手段である』と述べている１）が，澁

江は『観点を与えずに(中略)観察させると，観察

結果が理科的要素の少ないものになりがち』と述

べており２），漠然とスケッチするだけでは有意義

な観察はできないと言える。また，千葉県教育委

員会は子どものスケッチに対する意識について

『技法の無知や美術の絵画との混同で苦手意識を

持つ生徒も多い』と述べている３）。観察時の記録

方法には写真を撮る方法もあるが，澁江は『写真

は(中略)観察対象の特徴だけを抽出することがで

きない』と述べている４）。これらから観察におい

て観察力を身につけるためには観察視点を与えて

スケッチを行うことが有効であることや，スケッ

チに対して苦手意識を持つ子どもが多いがスケッ

チ以外の記録方法では観察対象の特徴だけを抽出

できず，理解しにくいことがわかった。 

これらを踏まえ，中学校理科の観察時における

学習効果を上げるためのスケッチの方法を検討し，

提案することを研究目的とした。 

２．教員志望学生のスケッチに対する意識調査 

(１)対象・方法・内容 

愛知教育大学理科専攻の３年生 91 名を対象と

し，自由記述を含む質問紙調査を実施した。スケ

ッチの必要性，スケッチに対する意識，有意義な

スケッチをするための方法，スケッチの代わりに

写真を用いることなど計12項目を調査した。 

(２)結果 

 観察対象を細部まで観察でき，理解が深まるこ

とからスケッチを必要と考えている学生が多かっ

た。また，美術的な面でスケッチに対して苦手意

識を持つ学生が多かった。スケッチの代わりに写

真を用いることに否定的な学生が多く，有意義な

スケッチをさせるためにはスケッチを描く際に観

察視点を示した文（以下，指示文）が必要である

と考えていた。 

(３)考察 

 この調査の結果から，スケッチを行う際には以

下の５点に注意しなければならないと考えられる。

①苦手意識の軽減のためには，多くのスケッチを

行いスケッチに慣れさせる。②スケッチは観察対

象の特徴をとらえる目的で行い，細部まで観察さ

せる。③スケッチで重視する点を指導するととも

に教師自身も理解しておく。④目的とするものを

詳細に描かせるために観察視点を示し，スケッチ

によって観察対象の理解が深まるようにする。⑤

観察対象の理解を深めるためには写真で撮るので

はなくスケッチを行う。 

３．スケッチ技能に関する調査 

(１)対象・方法・内容 

愛知教育大学理科専攻の２～４年生 25 名を対

象とし，観察時間や指示文の違いによるスケッチ

の差を見るため，被験者を表１のようなグループ

に分け，５種類(タンポポの花・葉の断面・植物細

胞と動物細胞・毛細血管・体細胞分裂)の観察対象

をスケッチさせた。また，スケッチ経験とスケッ

チの良し悪しの関係，スケッチの描きやすさの要

因などを見るため計６項目のアンケートを各スケ

ッチ後に記入させた。さらに，全スケッチ終了後

に観察時間の設定について，観察視点を示すこと

による描きやすさ，苦手意識やスケッチ技術の変

化，スケッチに対する意欲などを調査するため計

８項目の事後アンケートを記入させた。５種類の

スケッチは観察時間，指示文の違いで比較し，タ

ンポポの花は実物観察と写真観察の比較も行った。 

表１ 被験者のグループ分け 

 観察時間３分 観察時間10分 

指示文なし ３分統制群 10分統制群 

指示文あり ３分実験群 10分実験群 

(２)各観察シートの結果・考察 

 観察時間については，10分群の方が観察対象を

大きく丁寧に描いており(図１)，時間があれば観

察対象をじっくりと観察することができると考え

られる。指示文については，指示文ありの方がそ

の指示文に書かれている部分を拡大し詳細に描い

ており(図２)，観察対象の細部まで注目できると

考えられる。実物観察では様々な向きでスケッチ

するのに対し，写真観察では写真と同様の構図で



あった(図３)。実物は全方向から観察できるが試

料の見やすさに個体差がある。また，写真は一方

向からの観察であるが適した観察方向が提示でき

る。本調査では適した観察方向を示した写真観察

の方が特徴をとらえて描けていたため，観察方向

をあらかじめ示しておくことが必要である。また

アンケート結果から，スケッチ経験とスケッチの

良し悪しの関係は見られず，スケッチの描きやす

さは，観察対象の形や構造の複雑さ，観察試料や

写真の見やすさが関係していることがわかった。 

  

図１ ３分実験群(左)と10分実験群(右)の比較 

  
図２ 10分統制群(左)と10分実験群(右)の比較 

  

図３ 実物観察(左)と写真観察(右)の比較 

(３)事後アンケート結果・考察 

観察時間は，３分群・10分群ともに極端に短く

なければ設定した方がよいと考えている学生が多

かった。また，10分群がスケッチを描き終えた平

均時間は７分 51 秒であったが，ある程度描くと

点描を始めたため，観察時間は５分程度でよいと

考えられる。また，観察視点を示すことでスケッ

チが描きやすくなると考えている学生が 88％で

あり，観察視点を示すことが有効であることがわ

かった。５種類のスケッチ後のスケッチに対する

苦手意識やスケッチ技術の変化は，人によって異

なり，多くのスケッチを描くことだけが関係して

いるわけではないことがわかった。しかし，スケ

ッチに対する意欲については，様々な生物のスケ

ッチをさせることで高まることがわかった。 

(４)スケッチ技能に関する調査の考察 

 これらの調査の結果から，スケッチを行う際に，

観察試料の質が悪かったり，観察時間が短かった

りすると観察視点を示しても，有意義なスケッチ

をすることができず，観察自体が無意味なものに

なってしまうと考えられる。そのため，鮮明に見

える観察試料を用い，観察視点を示すとともに，

適切な観察時間を設定することで，観察に集中さ

せ，有意義なスケッチをすることができ，観察対

象についての理解を深めることができると考えら

れる。また，スケッチの苦手意識の軽減やスケッ

チ技術の向上には，複数の種類の観察対象をスケ

ッチするだけではなく，スケッチの描き方を具体

的に指導するなど教師の適切な指導が必要である。 

４．考察・課題 

 以上の調査を踏まえ，観察時において学習効果

を上げるためのスケッチを行う際には，次の３点

に留意する必要があると考える。 

・観察時には，積極的にスケッチの活動を取り入

れ，観察対象の細部まで観察させる。 

・教師は観察対象の観察視点を明確にし，観察の

際に子どもに伝える。 

・苦手意識の軽減やスケッチ技術の向上のために

教師は適切な指導を行う。 

今回の調査は教師の目線からもスケッチについ

ての意見を聞くため，大学生を対象として行った。

今後，実際の学校現場でこの提案が有効であるか

どうかの検証をすることが必要である。 
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